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蛍光タンパク質の生物発光的利用法
−自己励起蛍光タンパク質・BAFの開発−

自然界でGFPを発現する発光生物（オワンクラゲ、ウミシイタケなど）は、ルシフェラーゼに代表される発光タン
パク質を同時に発現しており、非常に高い効率のエネルギー移動により、ルシフェリンの酸化エネルギーを蛍
光タンパク質の蛍光発光に活用している。2008年のノーベル化学賞受賞により広く知られるようになったが、
オワンクラゲなどの天然のGFP発現発光生物は“究極のGFPの利用法”を本来獲得しているのである。
現在では、GFP並びにウミシイタケルシフェラーゼ（RLuc、Dual Luciferase system（Promega））は、細胞生
物学・分子生物学の基本ツールとして、多くの研究室で広く用いられているが、生物体中では本来一つであっ
た蛍光と発光の機能をそれぞれ分離して利用しているのである。
本セミナーでは、“ルシフェリンを用いた蛍光タンパク質の発光実演”による、蛍光技術と発光技術の違いに
ついての感覚的体験も伴いながら、天然発光生物のGFP発光機序を応用した、人工蛍光発光プローブ「自己
励起蛍光タンパク質・BAF」の開発と応用について紹介して頂く。
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